
事例 小学校算数科 飛騨地区 （Ｏ小学校）

１ 単元について

対 象 学 年 第６学年

学習指導要領 第６学年の内容 Ａ（３）ウ

単 元 名 「分数のかけ算 （全１０時間）」

単 元 目 標 ○分数に分数をかける乗法の計算の仕方を、分数×整数、分数×小数の計

算を活用して考えたり、積を求めたりしようとする。

（算数への関心・意欲・態度）

○分数の乗法の計算方法について、単位分数の何倍という見方で、もとに

する量の分数倍の大きさを考える。 （数学的な考え方）

○分数をかける乗法の計算で、途中で約分する方法を理解し、計算するこ

。 （ ）とができる 数量や図形についての表現・処理

○乗数が分数である場合の乗法の計算の意味と計算の仕方について理解す

る。 （数量や図形についての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成の工夫

・数が分数になると課題をつかみにくくなるので、簡単な数に直してみた

り、言葉の式を考えたり、図に書いて表したりして取り組めるものを扱

う。

・既習内容を利用したり、数直線や図と式変形とを結び付けたりしていく

ことで、計算の仕方を考えていく。

○単位時間における工夫

・分数倍の計算の意味が理解できるよう、数直線や面積図を用いて、視覚

的にとらえさせる。

・面積図や数直線と式変形を結び付けて考えさせることで、計算の意味や

仕方を確かにする。

参 考 資 料 資料１：補助簿

資料２：自己評価カード



２ 単元の評価規準

ア 算数への関心･ イ 数学的な考え方 ウ 数量や図形につ エ 数量や図形につ
意欲･態度 いての表現・処理 いての知識・理解

内 整数の性質、分数 整数の性質、分数 約数や倍数を求め 整数や分数につい

容 の計算の意味、概数 の計算の意味や性 ること、異分母の分 ての感覚を豊かにす

のご などに着目して考察 質、概数にかかわる 数の加法及び減法の るとともに、整数の

まと 処理したり、論理的 算数的活動を通し 計算、分数の乗法及 性質、異分母の分数

との に考えたりすること て、数学的な考え方 び除法の計算、目的 の加法及び減法の意

ま評 の楽しさやよさに気 の基礎を身に付け、 に応じて積や商を概 味、分数の乗法及び

り価 付き、進んで活用し 論理的に考えたり、 数で見積もることが 除法の意味、概数に

規 ようとする。 発展的、統合的に考 できる。 よる積、商の見積も

準 えたりする。 りについて理解して

いる。

・分数の乗法の計算 ・分数の乗法の計算 ・帯分数を含まない ・分数の乗法の計算

を、整数や小数の では、計算の意味 分数の乗法の計算 が、どのような場

計算を基にして考 を整数や小数の範 ができ、それを用 面でどのように用

単 えたり工夫したり 囲から発展させて いることができ いられるかを理解

元 するよさとともに 考えたり、その計 る。 している。、

の そこに計算の意味 算の仕方を整数や ・分数の乗法の計算

評 や性質が有効に働 小数の計算を基に の仕方を理解して

価 いていることに気 して筋道立てて考 いる。

規 付き、それを進ん えたりする。

準 で活用して筋道立

てて考えたり説明

したりしていこう

とする。

【分数をかける計算】

単 ①乗数が分数の場合 ①数直線を用いて、 ①乗数が分数の場 ①分数をかけること

位 まで乗法の意味を 分数をかける計算 合の乗法の場面 で の意味が分かる。

時 拡張してとらえる の意味を小数の場 立式ができる。 ②分数をかける乗法

間 ことのよさに気付 合と統合的に捉え ②分数をかける乗 の計算原理や方法

に き、分数をかける る。 法の計算ができ が分かる。

お 乗法の計算の仕方 ②分数の乗法の計算 る。 ③辺の長さが分数で

け を、既習の乗法計 方法を、既習の分 ③既習の内容を生か 表されているとき

る 算に関連付けて考 数の意味や計算の して分数をかける も、面積の公式が

具 えようとする。 きまりをもとに考 乗法の計算や被除 使えることが分か

体 えることができ 数と積の大小比較 る。、

の る。 分数倍等の問題が ④分数の乗法で、乗

評 ③数直線を用いて、 解決できる。 数の大きさによる

価 分数倍とはもとに 被乗数と積の大き

規 する量を１と見た さの関係が分か

準 ときの比べる量の る。

大きさを表す割合

であると考えるこ

とができる。



３ 指導と評価の計画（全１０時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○分数に単位 ○問題を提示する。 〈イ－①〉 ○ノート ○２ でぬれる面å

分数をかけ ・かけ算で答えが求められること ○数直線を用 ・課題解決の 積を求める式や

る計算の意 を、数字を整数に置き換えて考 いて、分数を 過程で、３ 数直線を考える

味や仕方に えることで理解する。 かける計算の 等分である よう助言するこ

ついて、図 場合と統合的 ことを明ら とで、３等分す

を用いて考 でぬれる面積を、図で表し に捉える。 かにし、図 ればよいことに1/3

察すること て求めよう。 〈エ－①〉 に書き込ん 気付かせる。

ができる。 ○分数をかけ だり色を塗

○面積図や数直線を用いて考察で ることの意味 ったりする

きる。 が分かる。 ことができ

○ かけるということは、３等 る。1/3
分することと同じであることが

分かる。

２ ○分数に単位 ○問題を提示する。 〈ア－①〉 ○発言 ○少人数指導によ

分数をかけ ○乗数が分数 ・面積図や数 り、実際の大き

る計算につ × の計算方法について の場合まで乗 直線を使い さで操作をする3/5 1/4 、

いて、数直 図を使って説明しよう。 法の意味を拡 分数を整数 ことで、分数の

線や面積図 張してとらえ や小数に置 かけ算を実際に

を用いて考 ○面積図や数直線を用いて説明で ることのよさ き換えるこ 量としてとらえ

察すること きる。 に気付き、分 とを意識し させる。

で、計算の ○図を式変形と結び付けて考える 数をかける計 て考え、話

意味や仕方 ことができる。 算の仕方を、 し合いでそ

を理解する ○ かけるということは、４等 既習の乗法計 のことを使1/4
ことができ 分することと同じであることか 算に関連付け って説明で

る。 ら、分母に４かければよいこと て考えようと きる。

が分かる。 する。

３ ○真分数に真 ○問題を提示する。 〈ウー①〉 ○発言 ○数直線や面積図

分数をかけ ○乗数が分数 ・面積図や数 の違いはあって

る計算につ × の計算の仕方を考え の場合の乗法 直線を使い も、 でぬ4/5 2/3 1/3 å
いて、数直 よう。 の場面で立式 分数を整数 れる面積を求め

線や面積図 ができる。 や小数に置 て２倍すれば求

を用いて考 ○面積図や数直線を用いて説明す き換えるこ められるという

察すること ることができる。 とを意識し 考え方は共通し

で、計算の ○図を式変形と結び付けて考える て立式し、 ていることを明

意味や計算 ことができる。 筋道立てて らかにする。

。原理、方法 ○ をかけることは、３等分し 説明できる2/3
を理解でき たものの２つ分であることが分

る。 かり、分母どうし、分子どうし

かけて計算することができる。



４ ○計算の途中 ○問題を提示する。 〈イー②〉 ○発言 ○途中で約分を行

で約分でき ○分数の乗法 ・途中で約分 うのと最後に行

る分数の乗 × の計算を間違いなく の 計 算 方 法 を行うのと うのとではどち8/9 3/4

法について 行う方法を考えよう。 を、既習の分 最後に行う らの計算が簡単、

計算の途中 数の意味や計 のとではど で正確かを判断

で約分でき ○自分なりの方法で計算し、交 算のきまりを ちらが正確 する場を位置付

ることを理 流し合う中で、約分しながら もとに考える で簡単かを ける。

解しその計 計算した方が間違いが少ない ことができる 理由をはっ。

算処理がで ことに気付くことができる。 きりさせて

。きる。 ○練習問題に取り組む。 説明できる

５ ○整数×分数 ○問題を提示する。 〈ウ－②〉 ○ノート ○「整数を分数で、

分数×整数 ○分数をかけ ・２＝２／１ 表すことができ

の計算の仕 今までに習った計算を使って考 る乗法の計算 であること ないか」と問い

方を分数× えよう。 ができる。 を明らかに かけ、掲示物か

分数に統合 〈エー②〉 して、正確 ら既習内容を想

して理解す ○整数も分数に表すことができる ○分数をかけ に計算でき 起するよう助言

る事ができ ことに気付き、そのことを使っ る乗法の計算 る。 する。

る。 て整数×分数や分数×整数の計 原理や方法が

算ができる。 分かる。

○練習問題に取り組む。

６ ○辺の長さが ○問題を提示する。 〈エー③〉 ○発言 ○数直線で考える

分数の場合 ○辺の長さが ・課題解決の よう助言し、面

にも面積の 長さが分数の時の長方形の面積 分数で表され 過程で、言 積の求積公式が

公式が使え を求めよう。 て い る と き 葉の式や面 使えることを視

ることを理 も、面積の公 積図を手が 覚的にとらえさ

解し、面積 ○面積の公式を用いて立式する。 式が使えるこ かりにして せる。

を求める事 ○数直線を用いて面積を求める。 とが分かる。 考え、理由

ができる。 ○長さが分数の時にも、面積の公 を明らかに

式を使えることが分かる。 して説明す

○練習問題に取り組む。 ることがで

きる。

７ ○乗数が よ ○問題を提示する。 〈エー④〉 ○ノート ○小数の乗法と対1
り大きい時 ○数直線を使って立式する。 ○分数の乗法 ・課題解決の 比して、乗数が

と小さい時 で、乗数の大 過程で、乗 １より大きいか、

被乗数と積 かけられる数と積の大小関係を きさによる被 数が１より 小さいかに着目

の大小関係 比べよう。 乗数と積の大 大きいか小 するよう助言し

を考察する きさの関係が さいかで、 乗数が小数の時

事ができる ○かける数に着目して、大小関 分かる。 大小比較を と同じになるこ。

係を調べる。 するために とに気付かせる

○積とかけられる数の大小関係を 数直線上の

調べるには、かける数が１より １を意識し



大きいか小さいかを見ればよい ている。

ことが分かる。

８ ○ある数の分 ○問題を提示する。 〈イー③〉 ○ノート ○整数倍や小数倍

数倍の大き ○立式する。 ○数直線を用 ・課題解決の の考え方をもと本

さについて いて、分数倍 過程で数直 に考えさせるた時 、

数直線を用 ４／３倍とはどういう意味な とはもとにす 線に表し、 めに、簡単な数

いて数量の のか、はっきりさせよう。 る量を１と見 整数倍と同 字に置き換えて

関係を考え たときの比べ じように考 数直線で表すよ、

分数の乗法 ○整数倍や小数倍の時の考え方を る量の大きさ え、割合を う助言する。

で求められ もとに考える。 を表す割合で かけること

ることが分 ○数直線に表して考える。 あると考える ができる。

。かり、立式 ○分数倍の時にも割合をかければ ことができる

し計算によ よいことが分かる。

って答えを ○練習問題に取り組む。

求めること

ができる。

９ ○練習問題を （ウ－③） ○ノート ○習熟度別に課題

通して単元 正しい答えを自分の力で求めよ ○既習の内容 ・自己評価を を準備し、少人

で学習した う。 を生かして分 取り入れて 数指導による個

内容をより 数をかける乗 単元を終え に応じた指導・

確かにする ○練習問題に取り組む。 法の計算や被 ての評価を 援助を行う。

ことができ ○全体で答え合わせをし、間違い 除数と積の大 する。

る。 を訂正する。 小比較、分数

○計算ドリルに取り組む。 倍等の問題が

解決できる。
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・ある数の分数倍の大きさについて、数直線を用いて数量の関係を考え、分数の乗法で求め

られることが分かり、立式し計算によって答えを求めることができる。

（２）本時の位置

８／１２時

（３）展開案

学 習 活 動 評価内容・方法 指導・援助過程

みはるさんは水ロケットを ○整数の場合や言葉の式を ○立式できない児童

ひろしさんはみはるさん もとに立式しようとする に対しては、整数60m 。

の 倍飛ばしました。ひろし ノート 倍の場合や言葉の4/3 〔 〕

つ さんは何ｍ飛ばしたでしょう 式をもとに式を考

○立式しようとする。 ○分数倍することの意味に えさせる。

・２倍なら ×２＝ だから ついて考えようとする。 ○分数倍の時にもか60 120
か かけ算。 発言 け算で計算してよ〔 〕

・整数倍や小数倍では、もとに いのかどうか問い

する量×割合＝比べる量だっ かけることで、課

む たなあ。 ○答えや方法の見通しをも 題意識につなげる。

分数倍の時も同じかなあ？ ちノートに書くことがで

きる ノート ◎分数倍の意味が理解。 〔 〕

／ ４／３倍とはどういう意味な できない児童に対し

、 、のか、はっきりさせよう。 て 数直線を用いて

考 〈イ－③〉 ６０ｍの２倍や１．5

○自分なりの答えを求める方法 ◎数直線を用いて、分数倍 倍について考えるよ

え や考え方の根拠について、筋 とはもとにする量を１と う助言することで、

道を立てて考える。 見たときの比べる量の大 「4/3倍とは、６０

る ・整数倍の時や小数倍の時をもと きさを表す割合であると ｍを１としたときの

に、割合の意味を理解する。 考える。 4/3の大きさを表す

・ ・数直線に表して考える。 〔ノート・発言〕 割合である」ことに

・言葉の式にあてはめて考える。 気付かせる。

深 ○各自の考えを発表し合い、 ○整数倍や小数倍の60
× で計算してよいことを、 意味について数直4/3

め 根拠を明らかにしてまとめる。 線で確認し、対比

○まとめた考え方を使って させながら分数倍、

る ４／３倍とは、６０を１とした 類似の問題を解決しよう の意味についてお

ときの４／３の割合にあたる量 とする 評価カード さえることで考え。 〔 〕

／ をもとめることだから、かけ算 を方向付けていく。

と考えてよい。 ○自分の高まりや仲間の考 ○練習問題で類題を

確 えのよさにふれることが 扱うことにより、

か ○チャレンジ問題に取り組む。 できる 評価カード まとめた考えを一。 〔 〕

め ○授業の感想を書き、交流する。 般化へとつなげて

る いく。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

( )本時重点的に取り上げた評価規準1

〈イ－③〉

数直線を用いて、分数倍とはもとにする量を１と見たときの比べる量の大きさを表す割合

であると考えることができる。

( )評価の実際2
〈 〉評価の方法

□ノート

・もとにする量の６０とその 倍である比べる量が数直線に正確にかかれているかどう4/3
かを、机間指導や授業後のノート点検により評価する。

□発言

・ ６０を１としたとき 「 の割合にあたる量」という発言が、つぶやきや発表にでて「 」 4/3
きているかどうかで評価する。

〈判断の事例〉

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

・ 倍とは、６０を１としたときの の割合にあたる量であることを、整数倍や小数倍4/3 4/3
と対比させて数直線に正しく表して考えることができる。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

・ 倍とは、６０を１としたときの の割合にあたる量であることがわかり、数直線に4/3 4/3
正しく表すことができる。

( )個に応じた指導の実際3
□つまずきの例とその要因

「つまずき ・・分数倍の意味を理解できず、数直線をかくことができない。」

倍を２０の４倍としか考えられない。4/3
「要因 ・・・・２倍の場合にもとの量の２つ分と考えているため、分数倍になったときに何」

個分と考えることができない。

もとの数の６０を１として考えることができない。

□指導の手立て

児童を前に集め、数直線板を用いて、２倍の時や 倍の時について実際に操作をして見せ1.5
ることで、数量関係をとらえさせ 「何個分」ではなく「６０を１としたときの何倍」とみる、

ことで、分数倍につなげて考えられるよう指導した。

□児童の変容

６０の にあたる２０をもとの数で考えていた児童が 「もとの数は６０で、その６０を１1/3 、

とみる」と考えることができるようになった。

そのため、２本の数直線（長さを表すものと割合を表すもの）の関係を理解することができ

正しい数直線をもとに比べる量を求めることができた。




